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研究成果の概要（和文）：地域の高齢者健診受診者の平均７～８年間の追跡研究の結果、フレイルは、健康余命
のエンドポイントである自立喪失（要介護発生または死亡）のリスクを約２倍高める一方、メタボリックシンド
ロームと自立喪失リスクとの間には一定の関連が認められなかった。
また、自立喪失の集団寄与危険度割合（その因子を取り除くことにより集団全体の要介護発生が何割減少するの
かを表す指標）は、フレイル予備群が１９％、フレイルが１２％と最も高率であったことから、集団対策とし
て、フレイル（予備群含む）に陥ることを防ぐことにより、約８年後までの自立喪失発生を最大３割程度減らす
ことが可能となることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：We conducted a 7 to 8-year prospective study to investigate the relationship
 between frailty, lifestyle-related diseases, and loss of independence leading to the onset of 
disability or death among Japanese community-dwelling older adults. Frailty was significantly 
associated with incident loss of independence, which showed approximately two-fold higher risk than 
non-frail participants. The population attributable fraction of loss of independence, which means 
the estimated contribution of each risk factor to the total events of loss of independence, was the 
greatest for prefrailty (19%), followed by frailty (12%). It was suggested that the prevention of 
frailty and pre-frailty could reduce the occurrence of loss of independence by up to 30% in 8 years.
 Our findings suggest that the screening and the intervention for frailty and lifestyle-related 
diseases in the early stages of old age might be beneficial in prolonging healthy life expectancy of
 Japanese community-dwelling older adults.

研究分野： 社会医学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
日本人高齢者のフレイルが自立喪失に大きく影響していることを明らかにした。対策としてフレイルを健診等で
評価し、フレイルやフレイル予備群と判定された方に対して、フレイル状態の改善、及び要介護化の予防のため
の様々な働きかけを行うことは、高齢者の健康余命延伸に大いに貢献するものと考えられた。
本研究によって示された高齢者の自立喪失に対するフレイルの中長期的な影響の大きさや集団寄与危険度割合に
関しては、先行研究は見当たらず、学術的に新規性が高いと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

高齢化が進むわが国で疾病予防と介護予防の重要性が増す中、それぞれの予防施策の核であ

る生活習慣病（メタボリックシンドローム、高血圧、糖尿病、慢性腎臓病等）とフレイルが高

齢者の健康余命に及ぼす影響について明らかにする必要性は極めて高い。 

 

２．研究の目的 

本研究では、地域在住高齢者の自立喪失発生（要介護発生または死亡）に対する生活習慣病

やフレイル関連因子の影響度を明らかにする。すなわち、健診の場で評価できる身体所見、生

活習慣、既往歴、現病歴、及びフレイル、低栄養、認知機能低下などが将来の自立喪失に及ぼ

す影響の強さ（ハザード比：その因子を有する群が有しない群に比べて、自立喪失が何倍発生

しやすいかを現す指標）と大きさ（寄与危険度割合：その因子を取り除くことにより集団全体

の自立喪失発生が何％減少するのかを現す指標）を明らかにすることが本研究の目的である。 

 

３．研究の方法 

群馬県 K町（2015 年国勢調査人口 6,518 人、老年人口 2,406 人）において、2002～11 年の期

間内に高齢者健診を受診したことのある 65歳以上の男女計 1,524 人を対象者とした。分析にあ

たっては、初回受診時（ベースライン時）に既に介護保険による要介護認定（要支援含む）を

受けていた者を除外し、さらに追跡期間が 1年以上の者を対象とした 

 対象者からは健診情報を研究目的で使用することについて文書による同意を得た。本研究に

ついては、東京都老人総合研究所倫理委員会で承認を受け（2003 年 8月 13 日：15 財研究第 870

号）、その後，東京都健康長寿医療センター研究所倫理委員会で継続的に追加の承認を得た。 

フレイルの定義は、Fried らの基準（2001）に準拠し、1) 6 ヶ月以内に 2～3kg 以上の体重減

少（自己申告）、2) 握力が男で 26kg 未満、女で 18kg 未満、3)「自分が活気にあふれていると

思いますか」の質問に「いいえ」と回答（自己申告）、4) 通常歩行速度が 1.0m/sec 未満、5) 外

出が 1日平均 1回未満（自己申告）の 5項目のうち、3 項目以上該当をフレイル、1～2項目該

当をプレフレイルと判定した。 

生活習慣病因子は、特定健診項目を採り上げた。メタボリックシンドロームは日本の基準

（2005 年）に依り、腹囲高値（男性 85cm 以上、女性 90cm 以上）を必須項目として、血圧高値



（収縮期血圧≧130mmHg または拡張期血圧≧85mmHg、または降圧剤服用中）、脂質異常（血清ト

リグリセライド値≧150mg/dL または HDL コレステロール値＜40mg/dL、または薬剤治療中）、血

糖高値（空腹時血糖値≧110mg/dL、または随時血糖値≧140 mg/dL、または薬剤治療中）のいず

れか 2項目以上合併をメタボリックシンドローム、1項目合併の場合を同予備群と定義した。 

介護保険情報を用いて、ベースライン時点から 2015 年 12 月 3 日までの新規の要介護（要支

援含む）発生及び死亡の有無を調査した。追跡期間中の転出等での異動者は 132 名（10.4％）

であり、異動日をもって追跡打ち切りとした。要介護発生日は要介護認定の申請日とした。自

立喪失発生は、要介護発生または要介護発生前の死亡と定義した。 

フレイル、メタボリックシンドローム等の関連因子が自立喪失等に及ぼす影響の解析にあた

っては、Cox 比例ハザードモデルを用いた回帰分析により、各要因保有群における自立喪失発

生の性・年齢調整ハザード比（HR)、多変量調整 HR、各 95%信頼区間（CI）を算出した。自立喪

失発生に対する各要因の寄与危険度割合は、Rockhill らの方法（1998）による集団寄与危険度

割合（PAF）を求めた。 

 

４．研究成果 

(1) フレイル及びメタボリックシンドロームが自立喪失の発生に及ぼす影響の大きさ 

フレイル区分別の自立曲線は、図１に示す通り、男女ともにフレイル群における累積自立割

合の低下が顕著であった（P＜0.001）。これに対し、メタボリックシンドローム区分別の自立曲

線（図２）は、男女ともに区分間の差は有意ではなかった。 



 

フレイル区分、メタボリックシンドロームの各区分における自立喪失の性・年齢調整 HRを表

１に示す。高齢者全体では、プレフレイル群、フレイル群の自立喪失 HR（95%CI）はそれぞれ

1.5（1.2-1.9）、2.4（1.8-3.3）といずれも有意であった。メタボリックシンドローム予備群及

びメタボリックシンドロームの自立喪失 HR はそれぞれ 0.8、1.0 と関連性は全く認めらなかっ

た。前期高齢者、後期高齢者に分けた分析結果では、前期高齢者の方が後期高齢者よりもフレ

イル群における自立喪失発生の HRは高く、3.4（2.3-5.3）と比較的高い値を示した。 

 

 (2)自立喪失に及ぼす各要因のハザード比（HR）と集団寄与危険度割合（PAF） 

自立喪失の多変量調整 HRが有意に高値であった要因は、フレイル（HR=2.2）、プレフレイル

（1.5）、認知機能低下（1.6）、脳卒中既往（1.6）、喫煙（1.3）であった（図３）。自立喪失へ

の PAF は、プレフレイルが 19％、フレイルが 12％と他の要因に比し高率であった。 



 

 

すなわち、集団対策として、フレイル及びフレイル予備群に陥ることを防ぐことにより、約

８年後までの自立喪失を約３割減らすことが可能となることが示唆された。 

以上まとめると、本研究では、日本人高齢者のフレイルが自立喪失に大きく影響しているこ

とを明らかにした。フレイルを健診等で評価し、フレイルやフレイル予備群と判定された方に

対して、フレイル状態の改善、及び要介護化の予防のための様々な働きかけを行うことは、高

齢者の健康余命延伸に大いに貢献するものと考えられた。 
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